
応募者名：さいたま市建設局土木部道路計画課

平成２２年２月

事業の名称：さいたま都市計画道路赤山東線整備事業

実施都市名：さいたま市

様式３



さいたま都市計画道路３・３・５２赤山東線は、市域の東西交
通の骨格を形成する延長１．７ｋｍの幹線道路です。

今回の開通区間は国道１７号と産業道路の約１．２ｋｍであり、
併せて老朽化した旧大原橋（ＪＲを跨ぐ跨線橋）の架け替え工
事を実施し、平成２１年３月２９日に全線開通しました。

事 業 目 的

事 業 名：さいたま都市計画道路赤山東線整備事業
路 線 名：赤山東線
事業箇所：さいたま市中央区下落合３丁目～

大宮区北袋町２丁目地内
事業延長：１，１８２m
幅 員：２５ｍ（４車線）
総事業費：約２２０億円
事業期間：平成８年～平成２０年

本事業は、さいたま新都心地区の南側に位置し、国道17
号から産業道路に至る延長約１．２ｋｍの東西幹線道路です。
本事業では、施工から４５年が経過していたＪＲ跨線橋（旧

大原橋）の架け替えも行い、「新都心大橋」を整備しています。
本路線の開通により、さいたま新都心周辺の４車線道路網

が形成され、走行速度向上、渋滞緩和など、東西交通の利
便性が向上しています。

事 業 概 要



事 業 位 置 図
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「整備効果」
○所要時間の短縮
桜木町交差点⇒上木崎４丁目交差点
南大通東線経由 16分
東西中央幹線経由 15分
赤山東線経由 13分

「その他の事業効果」
○歩道の無い危険な道路だったが、両側
３．５ｍの歩道を設置やエレベーターの
設置により、バリアフリー化が図られた。

○中山道を立体交差化することで東西交通
の円滑化が図られた。

赤山東線の整備効果アピール資料

○事業概要
事 業 名：さいたま都市計画道路

赤山東線整備事業
路 線 名：赤山東線

事業箇所：さいたま市中央区下落合３丁目
～大宮区北袋町２丁目地内

事業延長：１，１８２m
幅 員：２５ｍ（４車線）
総事業費：約２２０億円
事業期間：平成８年～平成２０年
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【整備後】
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事 業 前 写 真



事 業 後 写 真

平成２１年４月撮影


